
紙おむつリサイクルシステム

トータルケア・システム株式会社

水溶化処理によるパルプ・プラスチックの再資源化と
ＣＯ２排出量削減

２０１９年１１月１４日（木）

■「紙おむつのリサイクル推進に向けたガイドライン策定に関する検討会」説明資料



１．技術の概要

①処理方式

②リサイクル工程のインプット・アウトプット

２．紙おむつリサイクルの事業モデル

（モノ・カネの流れ）

３．技術導入にあたっての必要条件

（投入物の性状、処理量、敷地、排水処理水質）

４．技術導入のメリット

①処理コスト低減

②環境負荷低減

③その他の効果
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①処理方式

ラブフォレスト大牟田工場

3

水溶化分離施設
拡大

１．技術の概要



②リサイクル工程のインプット・アウトプット

１．技術の概要
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モノ・カネの流れ ＝収益 ＝費用

２．事業モデル

建築資材
の原料

家庭系
（一般家庭）
事業系
（病院・福祉施設）

有価販売

処理料金
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参考資料

（参考）試験方法

（参考）建築資材メーカーとの品質規格値

大腸菌 大腸菌群 サルモネラ

洗浄前 検出 検出 なし

再生パルプ
（バラ）

なし なし なし

10月30日

2019年度フードスタンプ細菌検査

日付 検体名 写真
写真

（サルモネラ）

結果



投入物の性状

処理量

敷地

6,000㎡
＜内訳＞
・処理棟：900㎡
・排水処理棟：600㎡
・倉庫兼荷捌き：2,000㎡
・駐車場：500㎡
・外構：2,000㎡
※弊社大牟田工場

排水処理水質

ｐH:７
BOD:50ppm
SS:150ppm
T-P:10ppm
T-N:100ppm
※弊社大牟田工場の直近一年間の平均放流水質

（参考）大牟田市の下水放流基準値
ｐH:5～9
BOD:600ppm以下
SS:600ppm以下
T-P:平均16ppm以下、最大32ppm
T-N:平均120ppm以下、最大240ppm

・非感染性
・原則は使用済み紙おむつのみ(便つきは可）
※布おむつ、布タオル、PVC（ポリ塩化ビニール）素材の手袋、金属類は特に不可

処理能力　２０ｔ／日（稼働率９０％）
１２時間稼動、２交代制
年間５,０００t処理、再生パルプ６００ｔ生産
※弊社大牟田工場　2018年度実績
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投入物の性状、処理量、敷地、排水処理水質

３．技術導入にあたっての必要条件

異物混入防止のお願い文書
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①処理コスト低減

４．技術導入のメリット

１）費用を収益に（マイナスをゼロもしくはプラスへ）
→現在、処理後、最終的に費用が発生しているものについて収益
（もしくは費用ゼロ）になるような形へ
※プラスチックについては、3年間（2016年~2018年）の経済産
業省補助事業（サポイン）を活用した研究開発により、再資源化
の目処が立っています。

２）下水処理場との連携
→現在、弊社は自社で排水処理設備を有しているが、既存の下水
処理場との間で、水の連携が可能になれば、イニシャル、ランニ
ングともに低減させていく事が出来る。

現在の処理コストを低減させていく為には・・・
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※北九州市立大学 国際環境工学部 松本教授による L C A評価
（日本 L C A学会誌に論文発表済・・添付資料参照）

②環境負荷低減

４．技術導入のメリット

１４,１２４

患者、利用者への啓蒙POP

排出事業者への処理量報告書
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③その他の効果

４．技術導入のメリット

✓ 限りある森林資源（針葉樹パルプ）の保全

✓ 再生パルプの建築資材原料による活用
（製品ライフサイクルの長寿命化）

✓ 廃プラスチックの再資源化

✓ リサイクル事業を通じた商品開発
例）ＰＶＣ手袋にかわる新素材手袋etc.

✓ 街づくりにつながる取り組みへ
例）高齢者雇用の創出、見守り社会の形成etc.

紙おむつ専用回収ＢＯＸ


